
対策内容

・当該交差点は、死傷事故率が158.2件/億台キロ、死傷事故件数が5件/4年（ともにH23
～26年事故）である。

・当該交差点の南側の横断歩道橋の撤去（H23）にともない、代替施設として横断歩道を
設置（工事期間：H28.1）。

【 位置図 】

対策箇所
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【効果１】 横断歩道設置により乱横断が減少し、
地域の安全性が向上！

交差点利用者の63%が安全性が向上したと回答

【効果２】 横断歩道設置により、交差点を横断
しやすくなり、地域の利便性が向上！

交差点利用者の88%が利便性が向上したと回答

※使用データ：大阪国道実施アンケート(H29.1.25実施）

＜自由意見＞
・かなり安全になったので良かったです。
・以前はかなり乱横断があり、車との接触が危なかったが、今はかなり安全になりました。
・子供がよく通るので、安全性・利便性がよくなって、助かっています。

大阪市西成区 岸里３丁目交差点
おおさか きしのさとにしなり ちょうめ

※対策箇所周辺の事故を抽出

事故状況記号凡例

死亡事故 負傷事故

自動車

自転車

二輪車

歩行者

正面衝突 追突

出会頭 左折時 右折時

①横断歩道の設置

対策後

対策後

対策前

回答数：110

〔設問〕横断歩道が整備されたことにより、歩行者や自転車の
乱横断が減り、安全になったと思いますか。

〔設問〕横断歩道が整備されたことにより、徒歩や自転車での移動の場合、
交差点を横断しやすくなり、便利になったと思いますか。

回答数：110


